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山口県立大学における初年次教育の中心的役割を果たす「基礎セミナーI・IIJは，持続発

展教育(ESD)の基盤科目として展開している。授業テーマを「環境と健康」とし，グ、ループ

学習による実践的PDCAを通して生活習慣の基盤づくりと行動変容を促すと共に，他の基礎

科目とも連携し学習スキルの重層的習得がで、きるプログラム構成としている。本研究対象と

する「基礎セミナーIJで、は複数の評価手法を組み合わせた多角的評価を行っている。本研究

では，本学で開発を試みた「知の醸成シートJ(学士課程基礎に必要な到達目標を測定)を用

い自己評価による授業の効果測定を行った。全体的な視点からは， 5学科すべての学生が履

修開始時から履修後への伸びが見られた。「多角的見方」においては測定時期と学科問に有意

な交互作用がみられたので多重比較を行った。履修開始時に学科間に有意な差がなかったに

も関わらず，履修後には有意な差がみられ，複数学科混成によるグ、ループ学習が「多角的見

方」の醸成にはより有益であることが示唆された。項目聞の視点からは， r視点(多角的見方+
批判的能力)Jと「基礎スキル(論理性+思考力+創造力)Jには非常に強い相聞があり，それ

らを習得するほど「問題対応(課題発見+問題解決)Jの醸成が促進される。また， r問題対応J
は本学の教育目標である「健康と環境への配慮」を育むために重要であることも示唆された。

本研究により，複数学科混成によるグ、ルーフ。学習の有効性と，本学の教育目標の達成に「基

礎セミナーIJが有効に機能していることが実証された。

〔キーワード:初年次教育，基礎スキル，効果測定，持続発展教育(ESD)，知の醸成シート〕

1.教育理念と特色

山口県立大学の教育理念は，人間尊重の精神，生活者の視点の重視，地域との共生，国際化へ

の対応の4点である。その理念のもとに，すべての学生が「自己へのケア」及び「他者へのケア」

ができる「ひとに優しい大学」を目指して人材育成に努め，地域との共生をはかつてきた。また，

21世紀型市民として持続可能な社会に貢献できる人材育成の基盤構築のため， 2006年9月に環境

省の提唱する環境マネジメントシステムとしてエコアクション21の認証を取得し，環境方針にお

いて， r持続可能な開発のための教育 (ESD)の充実を図るために，教育・研究活動はもとより日
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常生活においても，常に環境に配慮、しながら行動する『環境マインド』を持った人材を育成しま

す」と宣言した。広く多角的な視野を持ちつつ，生活を取り巻く環境に配慮、した行動ができる「地

球へのケアJは次世代を担う人材に必須の現代的教養であり，大学に関わりを持っすべての構成

員が組織的に取り組むこととした。

この理念を具現化する第一段階として，学科を超えて共通する基盤能力を網羅した初年次教育

の中で，共通テキストやマニュアルを用い ESDの素養を身につけさせる教育プログラムを開発し

た(山口県立大学， 2010)。初年次教育の組織的展開(山田， 2008)やカリキュラム共通化の意義に

ついては矢島・安保・佐藤・松田 (2009)により報告されている。

なお， ESDとは， ["持続可能な開発のための教育J(Education for Sustainab1e Deve1opment)の略

称であり， 2002年のヨハネスブツレグサミットで日本が提案し， ["国連ESDの 10年J(2005年""'-'2014

年)が国連で採択された(第 57回国連総会， 2002) 0 2008年に日本ユネスコ国内委員会において，

日本語訳が「持続発展教育」と改訂された(日本ユネスコ国内委員会提言， 2008)。

2.初年次教育(基礎スキル編)としての『基礎セミナーl・11Jの特徴

(1 )教育理念と科目テーマとの関係

大学の四つの教育理念を反映する本授業科目は， ESDの基盤形成を目的として，グループ学習

を通して学ぶ「人間尊重の精神J，地域を基盤に展開するフィールドワークや実践事例を通した「地

域との共生jや「生活者の視点の重視J，国際的かっ多角的視点からの講義や情報検索から学ぶ「国

際化への対応」として組み込まれている。

これは， 2007年度より全学必修の「基礎セミナーI・IIJ (4単位)として開講され，初年次教育

の中心的科目として位置づけられており，大学における学びの転換や生活習慣の急変に適応でき

る力を培う基盤ともなっている。つまり，本授業科目は， ["環境と健康」をテーマに生活基盤形成

時に実践的 PDCAを通して 21世紀型市民に求められる， 1)問題意識と関心の喚起， 2)市民の社

会的責任， 3)多角的視点からの環境負荷軽減， 4)自己管理と健全なライフスタイル， 5)賢い選択

と持続可能性等を，基礎的な学習スキルの習得に重ねて身につけさせようとする，包括的かっ重

層的な仕掛けが施されている。表 lに「基礎セミナーIJの教育目標，授業内容，習得すべきスキ

ル等を示した。表 lの授業回の網掛けは全体授業，その他は各教室での授業である。

表l 基礎セミナーIの授業実践内容

Jl議|刻表|畏|訟
ワープロ I!量・画像・| 表計揮

メール I '~フト | 蹴 | ソフド | 制 関数
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(2)基礎セミナー|の実施方法

「基礎セミナーIjは，大講堂で行う全体授業(座学 3回)6，全学の廃棄物の現状を調査・分析

する「廃棄物マネジメントj (1回)(図 1)，外部講師による講演の聴講(3回)， 3グループρずつが

同じ教室で行うグループ間授業 (7 回)，グループ毎に時間外学習として実施する

PDCA (Plan-Do-Check-Act)で構成され，最終回には学習の成果を発表し合うポスターセッション

(図 2)を実践している。

本学は， 3学部 5学科による構成であるが，各グループは，原則として複数学科混成の 10名の

学生によって編成され，グループごとに指導教員が 1名配置される(図 3)。グループ。指導教員は，

各学部から 10名程度が参加する。各教室で 3グループごとに行われるグ、/レープ間授業の回には，

自ずとグループ指導教員聞の事前打ち合わせが必要となり，合同授業が行われることもあるので，

教員にとっては日常的な FDの場ともなっている。なお，各教室内のグループ指導教員はそれぞ、

れが異なる専門分野を持つ教員の組み合わせとなっている。全体の授業デザインと運営は， 3学

部代表の授業プランナー6名と共通教育機構の運営担当者4名が担当した。

図1 第6回廃棄物マネジメントの様子 図2 第 15回ポスターセッションの様子
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図3 全体授業とグ、ルーフ。間授業

(3)実践的学習スキル習得の仕掛け

「基礎セミナーIjの中心は，グループ。学習による体得的 PDCAの実践であり，知のスキルも同

時に習得し，情報教育との連携のもとで ICTスキル実践としても活用される。図表の作成方法，

プレゼンテーションソフトの使用方法といった情報リテラシー科目で習得した技術が，翌週に出

されるレポート課題やポスターセッション等ですぐに実践される。 2010年度からは他の基礎科目

群(英語・情報リテラシー・基礎科学)との連携もさらに進めている。例えば，英語との連携の例

としては，全体授業の合間に英語で環境に関するクイズを出題するコーナーを設けたり，講演の

際に映し出すファイルの一部を英語版にしたりという具合である。科目関連携によるさらなる相

互作用が期待される。
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PDCA実践は，デイスカッションや講演聴講，文献検索・講読によって得られた知見をもとに，

仮説・学習テーマを設定し，現状把握，目標設定，行動計画を立て(Plan)，時間外学習としてグ

ノレーフ。全員で実施した(Do)0 2008年度のグループ学習テーマは， Iフードマイレージと地産地消J，

「マイ水筒持参運動J，I紫外線増加と健康被害J，Iエコクッキングガスvs電子レンジJ，I学食
の残飯調査から環境負荷軽減への提案」等で，学内における調査・実験，地域の環境関連施設や

環境配慮、を推進する企業への現地調査など，学生の主体性を重視した35テーマで、実施した。活動

結果は，自己の意見と他者の意見を区別し，数値化して実証的に表現する (Check)と共に，見直し

による改善提案(Act)も行った。これらを図表・文章にまとめ，レジュメ集を事前に配布し，ポス

ターセッションにおいて他のグループや教員と議論する。グループ内の電子掲示板では，連絡手

段として使用することに加えて，学生と教員の意見交換が行われ理解を深めることができる。毎

回の授業終了後，翌日までに学生全員が授業の気づき・まとめ・質問事項を WEB入力する授業

評価に付属したコメントボードは，学生には授業の振り返りを行う機会となり，返信するグルー

プ指導教員には学生個人ごとの理解度把握のツールとなっている。

(4) r基礎セミナーIJの評価方法

「基礎セミナーIJの評価方法は，学生自身による自己評価，学生同士の相互評価，教員による

評価を組み合わせた多角的なものとなっている。

自己評価の評価尺度としては，研究グループで、の話し合いの結果，学士課程の基礎として各学

部学生に共通して「基礎セミナーI・IIJで習得させたい能力として 8項目を抽出し，それぞれの

項目について五つの質問項目を含む計40項目からなる「知の醸成シートJ(表2)を作成した。科

目テーマである「健康と環境」の項目を除き質問項目はランダムに提示した。評価者は，各質問

項目に対し， I強くそう思わない(0)，そう思わない(1)，どちらでもない(2)，そう思う (3)，強く

そう思う (4)Jの 5段階で回答する。この評価は，履修開始時，前期「基礎セミナーIJ終了時，

後期「基礎セミナーIIJ終了時に実施した。学生はレーダーチャート(図4)により自己の成長を実

感できるようになっている。

また，環境マインドは，クリッカーを用いて履修前後を比較することで，他者の中での自己の

位置づけを即時に認識できる。

グループ活動の評価はグループ評価表(付録 1)を用いて行い，自己評価に加えて，学生同士の

評価と教員からの評価で総合的に行われる。グループ活動の集大成であるポスターセッションは，

学生のモチベーションを高めるために学生と教員による投票を行う。獲得ポイント順に順位付け

や優秀ポスター紹介を行い，イベントのような雰囲気をつくる。レポート課題の評価項目は主と

してレポート形式の習得を目的としていることから，タイトル，要約，自己の意見と他者の意見

の区別，引用文献等，段階的に評価基準が上昇するように設定し統一を図っている。表記表現・

内容についてはグループ指導教員からの丁寧な添削指導を受ける。評価基準は事前に公表してい

ることから，提出前に自己チェックを行うことが可能である。振り返りのために集積しているポ

ートフォリオの評価も教員によって行われる 7

3. r知の醸成シート』を用いた基礎的学習スキルの効果測定
「知の醸成シート」では，学士課程に必要な到達目標が測定可能であり，本学の教育目標との

関係性と，習得過程が測定可能な構成であると仮定する。本研究では，混成グループで、行った実
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践的 PDCAの有効性を鎮定し，本学の教育館壊との関線牲を撞証する。データi丸 2008年度齢期

f基礎セミナーむの履館前後のものである。

表2 r知の議成シートj質問項話

野稲項目 質 問 製缶寝苦言 質問

7:後会で趨こ。ていることを喜分闘身 2:新たな敏緩や併闘を般併で4きる
の開聞として誕えられ必 8:慣習にとらわれず、より間期総な取穏を
10 :慣濁に疑鑓を.じる 縫案でe'd

穣播発見 17 !鉱付いた摺麹怠について、行動を 創造力 19 ~倉温的な}j隣諸E縄Z震できる

能力
起こせる 部 zあったらいいもの、便利なものe鎌..
27 :罵題厳令他人と共有できる 工夫できFる
88:9設から r/.t'ifJを家機している 81 :イメージを膨らませ、アイデア番1:"色体総

して鎗獲できる

1 :働者の意見を受け入れられる 6:事実と意見の隠Z械ができる
9:いつも懸の見方がで4寄るかどうか 14 :錐者の意見識t批拘釣に鍵丸、その犠包唱E
意織している 然すことがで会る

多角的 16: I曜の立場に立って考えるとことができる 批判的 18 :質成意見の緩魯常赤寸ことがで会る

昆芳
25:理想や剖検に綴えて、実現可鱒憶に

織力
2a:絞対意見に対してお観的に費量怠の

ついて考えられる 絡調像令指摘できる

30:信樹の穂湿の位蜂づけや唱管長会窓緯 84:繍威に鯵'されず蕊しいと思うことが
できる 表鳴で*d
3:司際語障を踏まえた調tJ患をもてる 感:相反ナる渇tJL念、より主総のD障に反事発
12:絡務省旨段階的に考えられる させることがで寄る

鉛 1自分の歳児金容量底的に縫え、他者に 13 :放鍾遜麺でさ伝じた問題に対し、民的達成

韓議性 院明できる 隅題解 のために工炎サることができる

24:グループ総輸に積極的に験線し、
決憶力

ld:灘贈が起きた原陵会事得議にすることが

まとめていくことができる で合d
総 t軍監見の緩拠唱r燃すことができる 28 :グループ番t・Iltし、特定の繰殖に取組み

篇果蓄と織すことがで舎d
3d:緯符鎗"しながら線庖に翼翼線む

4: 仮欝番旨虫じて、それ省~I阪明ずる方法が 86:療費負荷を少な〈ずる.益殺現解

迫撃えられる している

11:標患に対する戦略をたて、事誕生する 3'1 :健般に事らすこと台湾績のつながりを
であろう問捌点を挙げられる 構司U: 設隙している

思考力
鉱:情報を集め可ご湯量捨選択し費者用できる

融機
88 :ライフスタイルから錦織&環境に支障

錦:情報を盤寝したうえで、自分の今えを 密集じている事柄f:'J患っ拶られる
司事費F蜘すことがで殺る 89 :環境_.1::健康、福訟‘館事僚の
82 :望書われたことの真偽殺追求できる つながりが濃解できている

40: 酒量雛-~健康管現に進んで
取飽んでいる

※数字は，受講生への繋問項吾の提訴JI闘を示す。

{怠入者専}

山口志郎

い・・・履修蔵j

1開問中型11

1 _.-.修後1

則問題解決能力

..稼鰯発見能力
書

。創造力

。多角的箆方

A治運位

出4 r知の醸成シート」レ…ダ…チャートの例
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(1) r知の醸成シートJIこよる学科間比較
知の醸成シートの 8項障の平均値{表 3)について，それぞれ学科 5X概定時期2の2要因分散分

析を行った。その結県，すべての項自で測定時期の主効果が有意になった〈多角的見方

F(1，284) =66.1，批判的能力 F(I，284)=33.2，論理性F(I，284)=21.0，思考カF(I，284)=84.1，創造力

F(I，284) =47.6 ，親閥発見能力 F(1，284)サ0.2，標題解決能力 F(I，284)=37.7 ，龍康と環

F(1，284)=128.0，すべてpく.001)。すなわち，前期麗{審開始時から前期騒修後への数植が全体的

上昇した。学科の要国については，創進力(F(4，284)=6.0， p<.ool) ，課題発見能力(F(4，284)=5.1 ， 
p<.ool) ，間鰭解決議力(F(4，284)サム pく.05)，健康と環境(F(ム284)叫 .3，p<.ol)においてのみ主

なった。また， r多角的見方jにおいては，学科×潤定時期の交互律舟が有意iこなっ

た(F(久284)=2.4， p<.05)ことから下控故定を行った。その結果，前期麓諺開始時iこおける学科の

は有意にならなかったが，話期履修後における単純主効果は有3まになったので，

Dunnett法による多重比較安行った。五学科はA学科よりも評定平均値が有意に紙く， B学科iこ対

;ま低い額向がみら

この交互作用が脊意になった原因のーっとして，グループ編或の方法を挙げることができる0

2008年度は， ABCD学科は4学科混成のグ、ル…ブ編成， E学科は単独のグ、ル…ブ編成で、あった。

複数学科混成によるグ〉レ…プ学習が「多角的見方Jの醸成にはより有益であることが示唆された。

なお， r多角的見方J以外の項臣については，学科×測定時期に有意な交立仲用は見られなかっ

複数学科混成のグループ編成を行った教護ではき専門分野の違う教員が打合せを重ねながら

で試行錯棋をど行った。先行研究でも?教員が組畿的に教育することで効果的な指導ができること

(藤本， 2007)や，関係教員が連携をとりながらチームで多角的な指導を行うこと を上

げることができること(周回・ 山・ヴィーンストラ， 2009)が報告されている。

表3 f知の醸成シ…トj前期韓諺前と前期臓修後の評定量の平均(0之0)とSD

Aき学率ヰ B学科 C学科 D学科 在学科

丹=62 n=52 n=48 n=34 n=事3

M so M so M so M so M so 

多角的見方
警官制緩修前 12.8 3.0 11.9 之容 12.2 2.7 12.1 2.4 12.2 2.0 

13.9 2.7 13.6 2.7 13.4 2.2 13.7 2.1 12.8 2.1 

批判的能力
前期緩修前 12.6 3.0 12β 2.3 11.4 2.6 11.6 2.1 11.8 2.5 

13.2 3.1 12.4 2き 12.6 2.7 12.6 2.6 12.0 2.7 

論理性
前芸書媛修室き 12.2 3.3 10.6 3.0 11 ，1 3摘。 11，9 2.7 11，2 2.7 

12.9 3.1 11.4 3.0 12.3 2.7 11.9 2.7 12.1 

恕増雪カ
前期履修蔀 11.8 2，9 11.0 2.2 10.8 2.6 11.0 2.8 11.0 主，.6

前期履修後 13，2 2，9 12.7 2.5 12.8 2.4 12.7 2，7 12.2 2.5 

創造カ
前期履修前 11.5 3.2 10.7 3.1 10.0 3.2 10.6 2.6 9.6 2.7 

前期燈修後 12.6 2.9 12，0 3.1 10.8 3，1 12.4 2.4 10，8 

課題発箆能力 前期履修前 12β 3.1 10.8 2.2 11.6 2.5 11.4 2.0 11.6 2.3 

前期履修後 14.0 2.9 12.2 3.1 12.3 2.4 13.0 2.7 12.4 2.5 

問題解決能力 書写綴履修検 12，5 2.8 11.4 2.4 11.8 2.8 12.2 2.2 11.7 2.3 

13.7 2.5 12.5 2.7 12.5 2.6 13.4 2.6 12.3 2.5 

健康と環境
前期緩修喜寿 12.容 3.1 10.5 3.0 11.5 3，1 12.7 2.8 12.0 2.8 

前期綾修後 14.6 3.4 13.6 3.2 14.4 2.5 15.1 3.0 13.8 3.0 
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(2) r知の醸成シート」項目相互の関係
基礎ゼミでの学習プロセスを大まかに把握するため，筆者らはその基本的要素として，視点(多

角的見方+批判的能力)，基礎スキル(論理性+思考力+創造力)，問題対応(課題発見+問題解決)， 

健康と環境への配慮の四つを想定し，それらの関係についてパス解析を行った。その結果，図 5

に示すモデルがもっとも適合度が高いことが示された。

「視点」と「基礎スキルj には非常に強し、相関があり，それらを習得するほど「問題対応j醸

成が促進される。そして， I問題対応」は「健康と環境への配慮」を育むために重要であることを

示している。すなわち，本学の教育目標である「自己へのケアJI他者へのケアJI地球へのケア」

を育む道筋である。

事**
81 

51判 n=289，x2 (2) =5.096， p=.078，n.sリ
GFI=.991， AGFI=.957， CFI=.995， 
RMSEA=.073， *** pく.001

図5 視点・基礎スキル・問題対応・健康と環境への配慮の
因果関係を示したパス図

4.問題点と今後の課題
本研究により，複数学科混成によるグループp学習の有効性が実証されたと共に，本学の教育目

標「自己へのケアJI他者へのケアJI地球へのケアj の達成に「基礎セミナーIJが有効に機能し

ていることが実証された。異なる特徴や課題を抱える学生が各グループに混在する中で，グルー

プ活動を通して個々の存在意義が活かされ目標へ向かつてより大きく成長することが期待される。

しかしながら，統ーした授業マニュアルを使用しつつも，グワレープ指導教員の指導方法や指導水

準，評価実績等の教員格差についての学生からの改善要求も一部あり，その緩和を図ると共に，

専門課程への学習要素の継続的接続を行うことが今後の課題である。

また，本研究での知の醸成シートの 8項目，及び図 5の4項目ともに，演緯的に構成した概念

であり，データから帰納的に導き出したものではない。今後の研究では，データに基づき因子を

抽出することや，その因子に基づく詳細なモデルの検証が必要になると考えられる。

注

6 大講堂で行う全体授業や，外部講師による講演の際にも，学生と授業担当者・講演者との相互関係

を保ち，全員参加・能動的学習のための特別の仕掛けを施す必要が生じる。本学ではその手段・道具

としてクリッカーを用いている。大規模授業で、あっても学生の集中度や満足度を上昇させたことが授

業評価の自由記述に寄せられたコメントから明らかになった。

7 最終的な成績評価は，出席(1回 l点)，授業評価(1回 l点)，レポート評価の合計 (20点)，グ

ノレープ活動評価 (20点)，ポートフォリオ評価(10点)，知の醸成シート提出 (20点)の合計 100点

満点で、行っている。クリッカーを使用した環境マインドの醸成確認，知の醸成シートの伸び，ポスタ

ー発表の順位等は最終成績には含めていない。

-73 -



場参考文載

陪罰礼子 e中山千佐子・ジェイ日ヴィーンストラ (2009)r初年次英語教育での学習習壊と意欲の

喚起…教員連講と学生の自主管理に向けて-J~初年次教育学会誌ム 2(1) ， 64剛71

第 57自国連総会 (2002)下持続可能な開発のための教育の 10年J~こ関する決議J

日本ユネスコ園内委員会提言ぎ (2008)~持続発展教育 (ESD) の普及促進のためのユネスコ・スク

ーノレ活用について』

謀本元啓 (2007) r学ぶ意散を引き出すための組織的教育英践J ~コミュニケーションニュース

アップ~ ， 35，東灘大学教育支援センター

・安保克直・佐藤智明・松田孝一 (2009)r初年次セミナーを中心とした初年次教育の属

開一一カリキュラム共通化の意義一J~初年次教育学会誌J ， 2(1)， 88-95 

山口果立大学 (2010)~平成 19 年度 文部科学省現代田採択取組 f持続可能な社会lこつながる人

的財産の脊成j最終報告書「初年次からのサステナ学J-持続可能な社会を関指して

!lJ出礼子 (2008)r初年次教育の組織的接関J~初年次教育学会誌J ， 1(1)， 65欄72

グループ評価審〈グループ名

学部

付鯨 1 グループ。評倍表

、G指導教員

学科 番号 民各

ワーダー評輔 昌己評語 教員評梧

諜嬬設定への稜鍾性

計画・護施壌の具体化

計画実施カ

靖報較集・行動力

費任感

プレゼン寄毎度

教員総合コメント
ポM トフォヲオ
評鋪点

(将来の学習のため

に・ポ}トフォリオ欝鋪

も合む)

事量員務事曜の省欄に務量匡点(各5A星測点)を童話事Eしてください。
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